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資料１



稼働日数

のべ来場者数 ５,５４５人　（1日平均 ２１.08人）

２６３日／ ３３４日

□並木ラボ利用状況

□WEBサイト利用状況

セッション数 13,266（１日平均 36.35）ユーザー数 8,145 （１日平均 22.32）

□「並木ラボ」「WEBサイト」概況
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期間　２０１９年４月１日～２０２０年２月２８日（新型コロナウィルス感染防止のため２０２０年２月２９日～臨時閉館）

期間　２０１９年４月１日～２０２０年３月３１日

前年度比+8.63 前年度比+10.42

前年度比+8.54

【開催イベント等】
□子育て世代対象（あしたひろば・つながるマルシェ） ２９回　　□中高生対象（あすなみ） １７回
□パソコン相談室 ３９回　　□看護主催 ５５回　　□医学部主催 ８回
□住民定期利用（ハープ、環境教室） ６１回　　□WS・セミナー等 １６回
□そ の 他 よ り み ち アート、 富貴さん の 和菓子 体験、 こ ど も 哲学、 消防 訓練、 祇園 舟 神事、 櫓 こ ぎ 体験 な ど

【WEB サイトリニューアル】
□TOP に配置したロゴからあしたタウンプロジェクトのコンセプト紹介ページへ
□住民掲示板のチラシ表裏掲示と印刷可能に
□サポーター企業団体のロゴから各サイトへ遷移



スペース利用有料化にあたり、利用規約や料金等について整備し、1月24日・26日・27日に説明会を実施しました。

□並木ラボ スペース利用についての整備
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【並木ラボ利用イベント】

あすなみ（中学生の居場所つくり）

　□あしたタウンプロジェクト認定イベント

あすなみ「部分日食鑑賞会」

１２月２６日（木）１５時から、並木ラボで「並木星空観賞クラブ」の皆さんとコラボして、

「部分日食鑑賞会」が開催されました。

雨が心配される天気予報でしたが、その時間には薄雲の 間から肉眼でも

しっかり見ることができて、皆さんで大興奮。太陽が隠れてからは、

なみき星空観賞クラブの澤さんから日食の不思議についてお話いただいたり、

手作り日食望遠鏡等を見せていただいたり、

次の天体観望はいつかなーと話題に花が咲きました。

お立ち寄りいただいた皆様、ありがとうございました。

あすなみ「パソコン大分解」

８月２２日（木）１５時から、

並木ラボで「あすなみの夏休み」の一環として、「パソコン大分解」が開催されました。

普段は中を見ることのないパソコンを分解、どの部分がどのような働きをしているかを

分りやすく解説してもらい、最後に組み立て直したパソコンが正常に作動すると、

参加した皆さんから大きな歓声がわきました。

普段も「パソコンなんでも相談室」として、

定期的に並木ラボでパソコンの困りごとの相談を受け付けています。

興味のある方は、当サイトの「イベントスケジュール」で開催日を確認してお越しください。
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あしたひろば

２０１９年７月から、毎週月曜日の午前に「あしたひろば」を開催しています。

主に３歳未満のお子さんとそのご家族が、リラックスしながら 

安心して情報交換や交流のできる場所を目指しています。

マタニティの方も大歓迎です。どうぞお気軽にお立ち寄りください。  

地域に住むママがスタッフですので、何か気になる事、

質問などがありましたらお気軽にお声かけくださいね。

※基本毎週月曜日の午前開催です。

つながるマルシェ

６月３０日(日)    １１月１７日（日）並木ラボでつながるマルシェが開催されました。

  親子連れなど地域住民の皆様がかけつけて下さり、とても賑やかなマルシェとなりました。

子どもフリマも同時開催し、可愛い元気な店員さんの姿に

地域の皆さんもほっこり楽しくお買い物ができたようです。 

ハンドメイドでは、オシャレなアクセサリーやインテリア雑貨が並び、ワークショップでは、

ハーバリウム・スクイーズ・サンドアート・キャンドル・芳香剤・  キーホルダー等々、

盛り沢山!! 賑やかな１日となりました。（写真は６月３０日の様子）

子育て世代向けイベント「あしたひろば」「つながるマルシェ」

【並木ラボ利用イベント】　□あしたタウンプロジェクト認定イベント
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パソコンなんでも相談室

PCのトラブルを中心に相談に来られた方たちへの対応を行った１年です。

目だった特徴としては、マイクロソフトがWindows 7 のサポートを２０２０ 年 1 月 14 日に

終了することへの相談者が多かったことです。基本的には、個人としての利用は

サポート終了後もしばらくは問題なく、利用できることを説明し、利用上の注意事項

並びにその後のWindows10のPCへの移行タイミング等を説明しました。ただし、

既にPCの買い替え時期になっている方へは、Windows10搭載のPCの買い替え支援も

かなりの数、実施しました。その他、PCでの音楽の管理の相談も目立っていました。

Youtubeの問題も含まれます。インターネット接続のトラブルの相談はこれまでと同じく、続いています。

敬老パスでどこまでいけるかな

横浜市内在住の７０歳以上の人を対象とした交通パスがあるのをご存じですか？

並木シーサイドタウン在住の人には、国道16号線を走る市営バスや京急バス、団地東側を走る

シーサイドラインなどが、最も利用しやすい対象交通機関となっています。

今回、パソコンなんでも相談室の運営メンバー（パソコン繋がり隊）の有志の方々が、

『敬老パス』をフル活用してどこまでお出かけできるか、について調べてみました。調べながら

「こんな利用の仕方もあるんだ」「こんなところまでいけるんだ！」という気づきがあり、これはぜひ

並木シーサイドタウン在住の皆さんとも共有したい！ということで、わかりやすいルート図を

作成しました。並木ラボで入手可能となっています。ぜひお手に取ってご活用ください。

「パソコンなんでも相談室」「敬老パスでどこまでいけるかな」

【並木ラボ利用イベント】　□あしたタウンプロジェクト認定イベント
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「健康づくり出前講座」

毎月第４金曜日に認知症予防、花粉症、ロコモティブシンドローム対策など、

身近な話題を中心としたミニ講座と、

 仕事や家事の合間にできる簡単なミニエクササイズや個別健康相談を実施しており、

高齢者の方を中心に健康づくりに関心の高い方が多く参加しています。

「シーサイドタウン保健室及び前向き4 講座」

毎月５回、教員による講座(シーサイドタウン保健室、前向き子育て講座、

前向き健康チェック講座、前向き肺年齢測定会、前向き終活講座)を開催しています。

各講座では個別相談のほかミニレクチャーやグループワークをとおした意見交換、

内省による自身の生活や健康における不安や悩みの解消、健康増進を図っています。

また幅広い世代へ周知を行い、地域づくりの人材育成もめざしています。

横浜市立大学　医学部医学科・地域看護学教室主催の講座

【並木ラボ利用イベント】　□あしたタウンプロジェクト認定イベント
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「ハロウィンパーティー」

１０月２７日（日）並木ラボにて横浜市立大学三輪ゼミとヨコハマママナビとの合同で

ハロウィンイベントを開催しました。毎年人気のこのイベント、

今回は約１３０人もの親子が参加してくれました。 受付で番号札とお菓子ジュースをもらって、

まずは抽選会からスタート。 おもちゃをもらった子どもたちの笑顔が溢れるひと時となりました。

抽選会が終わると、ふなだまりの周りを歩いてお菓子をもらいに行くまちあるきをしました。

希望者だけの参加だったのですが、今年は約１００人ととても多くの方に参加していただき、

２チームに分かれて大賑わいの散歩となりました。可愛い仮装をした子どもたちが行列で歩くので、

近隣の方も足を止めて楽しそうに見守ってくれました。

今回は、第二保育園さん、富岡並木地区センターさん、ほのぼのさんに協力していただき

 各施設に関する三択クイズを出したり、お菓子をもらったりして楽しい一時間を過ごすことができました。

「クリスマスパーティー」

１２月７日（土）の１３時から１６時に並木ラボにてクリスマスイベントを行いました。

イベントには小学生や未就学児、親御さんや５０代の方々まで約３０名の方々が参加しました。

今回のイベントではチェキで写真撮影を行い、撮った写真を収めるフォトスタンドの飾り付けをしました。

 用意したデコレーション材料は全てリユースのものです。同じテーブルで譲りあいながら道具や材料を使い、

自由で創意工夫を凝らした作品がたくさんできました。 大切な家族やお友達との記念写真で、

皆さん笑顔満点でした。ちいさなお子さんたちは、カメラから写真が出てきたり、色が浮かび上がったりする様子に

興味津々でした。皆さんそれぞれシールやスタンプ、折り紙を使い、個性豊かなフォトスタンドづくりに励んでいました。

大人も童心に帰って熱中。また、テーブルには参加した方が用意してくれたお菓子もあり、おいしくいただきながら

作業ができました。イベントの最後には、クリスマスカードに感想を書いてもらいました。

参加した小学生からは「またやりたい！」などの声も上がって、大盛り上がりでした。

横浜市立大学　学生主催イベント

【並木ラボ利用イベント】　□あしたタウンプロジェクト認定イベント
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「ハープ体験」
主に土日を中心に開催しています。年に１回程度コンサートを開催予定。

ラテンハープ「アルパ」を初心者も 体験できるものとなっています。

（写真はハープ体験）

※基本毎週月曜日の午前開催です。

「環境教室」
環境について考える集まりです。もったいない市も同時に開催しています。

「ハープ体験」「環境教室」

新型コロナの影響により中止となったイベント

□つながるマルシェ×木育（3月8日）　□並木のまち研究発表会（3月28日）

【並木ラボ利用イベント】　□一般定期利用
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ワークショップ
「猫の小林さんの庭づくり」

１２月８日（日）参加者は猫型の木製を塗装することで作りだす

「猫の小林さん」作りと盆栽作りをして、

自分だけの「猫の小林さんの庭」を作りました。

盆栽の植物はミニバラや梅、ラッキョウという

１年間で変化する植物を扱い、苔や岩とオリジナル猫の

小林さんと合わせて鉢に配置し様々な庭が出来上がりました。

ワークショップ終了後は参加者がそれぞれ自宅に庭を持ち帰り、

１年後の株分けと鑑賞会まで育て続けることに挑戦しています。

今後定期的にFBページなどでレポートの様子をご紹介いたします。

横浜市大医学生・看護学生による
小学生向け体験授業

１２月１日(日)並木ラボで横浜市大医学生による、

小学生向け医療体験イベントが開催されました。

しっかり学びながらも、笑いもある楽しい医療体験となりました。

年齢の近い学生さんに教えてもらえる環境の中で、

よほど楽しかったのか「看護師さんになりた～い」と話す子も居ました。

三井アウトレットパーク×市大学生
ワークショップ

１月２９日（水）「三井アウトレットパーク 横浜ベイサイド」全面建替え後の

グランドオープンに向けて、「若者が来たいと思うアウトレットパーク」の

提案を行うことを目的として、市大の学生29名と三井不動産商業

マネジメントの皆様と協働でワークショップを開催しました。

当日は「ファッションへのこだわり」「休日や学校帰りの外出」

「アウトレットモールの利用」というテーマでそれぞれの考え方を

ぶつけ合いました。ワークショップの最後に、それぞれの学生が考える

「魅力ある、行きたくなるアウトレットパーク」になるよう、

若者目線の空間設計や場所の付加価値（イベント企画等）などに関する

アイディアを提案し、終了しました。

ワークショップ

【並木ラボ利用イベント】　□その他の利用
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「職住近接のまちづくりを考えるセミナー」

６月２７日（木）並木ラボで「職住近接のまちづくりを考えるセミナー」が開催されました。

金沢シーサイドタウンと隣接する産業団地と連携し、「住み続けたいまちの実現」の一環として、

並木ラボ内に求人情報掲出スペース「地元で働こう！」を設置するなど

「職住近接」の取り組みを行なっています。  

今回は企業・団体と住民のみなさんが一緒に職住近接のまちづくりについて考えました。

約２０人の参加者のみなさんが、それぞれの意見を活発に交換する場となりました。

Bank Ar t  School  出張セミナー

１月１１日（土）｢金沢シーサイドタウンと 都心部強化事業」をテーマに

遠藤包嗣氏によるセミナーが開催されました。

６大事業の構想として、「金沢市 先埋立事業」と「都心部強化事 業」が深く関係して

動いたことを 中心に、公害対策と地場産業の保護・育成を目 的とした

中小工場の移転事業、住宅計画、海 の公園計画、シーサイドライン計画、

ベイサイ ドマリーナ計画についてもお話していただきました。

【並木ラボ利用イベント】　□その他の利用

セミナー
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シーサイドラインフェスタ

４月13日（土）シーサイドラインフェスタが開催されました。

当日は晴天のもと、大勢の来場者で賑わいました。

来年の開催が今から楽しみです。

金沢シーサイドタウンサマーフェスタ

７月２７日（土）台風６号の影響で、一日目は中止となりましたが、

二日目は無事開催することができました。

住民の方々によるさまざまな屋台の中、こどもカクテルを出店し、

子供からお年寄りまで多くの方々の笑顔を見ることができました。

また、株式会社ミナロ様のご協力により、ふなだまり前のテントと

並木ラボを活用して、  話題の「ハーバリウム」販売と製作WSを行いました。

親子連れなど多くの住民の皆様が立ち寄られ、楽しんでいただきました。

ふなだまり横に設置された特設ステージでは、見事なパフォーマンスを

披露する地元の子供たちや合唱団それぞれに対し大きな拍手が沸き起こり、

クライマックスの花火では観覧席から至近距離で打ち上げられる大迫力に

大勢の観客から大きな歓声が起こっていました。

連合自治体全戸配布
インフォメーション

連合自治会が、年3回発行（自治会会員に全戸配布） してきた

A4一面の「連合インフォメーション」を拡充してA4四面相当の地域情報

「なみおと」としてリニューアルし、天体望遠鏡の展示解説、

星空鑑賞会を催しました。一面はあしたタウンプロジェクトからの情報として、  

プロジェクトの概要やラボの紹介記事を掲載しました。 

また、連合の自治会訪問コーナーは、市大学生が取材し記事を

作成しています。ラボ開設直後でしたが、買い物帰りの方などにも

2018年度は2回（9月、3月）発行しました。

その制作に協力しています。

シーサイドラインフェスタ　サマーフェスタ　連合自治体「なみおと」情報提供

　□並木ラボ外での「あしたタウンプロジェクト」活動
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環境整備

利用状況

求人広告掲示件数　　延べ８０件
（内訳）　正社員３７件、パート・アルバイト４３件　（２０２０年３月１２日現在）

　□ココチャレコーナー

新型コロナの影響で、並木ラボは 6月 30 日まで臨時閉館のため、
求人掲示板をHAC側へ移動しました。
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「並木ラボ」ガラス面にサインを設置

外からでも並木ラボが分かるようにガラス面に

サインを施行しました。

あしたタウンののぼり旗も購入し、

あしたタウンプロジェクトをアピールします。

情報コーナーを整備

ココチャレコーナーや入口付近に可動式の掲示ボードを設置しました。

木と黒板を使用し並木ラボの内装と統一感のあるデザインにしました。

HAC側にはチラシスタンドを設置し、利用者のイベントのお知らせや

住民の情報コーナーとして利用します。

キッチン前の棚にはサポーターの皆さまのための情報コーナーを整備し、

企業PRコーナーとしてご利用いただけるようになりました。

キッズスペース
お母さんたちからの要望もあり、キッズコーナー前を芝生にして、

子どもたちが裸足で利用できるようになります。

今後はお母さんたち向けの情報コーナーも設置予定。

（現在臨時閉館中のため作業は一時中断しています）

※写真はイメージ

デジタルサイネージ

ラボのイベントスケジュールやイベントのポスター等を

デジタルサイネージで掲示できるようになります。

（現在臨時閉館中のため設置は再開後になります）

※写真はイメージ

　□並木ラボ設備・環境整備
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　□並木ラボ設備・環境整備

インフォーメーションコア

ラボの中央にある柱の部分に利用時のルールや

街の掲示板などをまとめたコーナーを作りました。

インフォコーナーチラシラック７台設置

HACドラッグ側入り口横に新たに木製チラシラックを置きました。

街のお知らせなどをこちらで入手することができます。

オープン・クローズ看板
ふたつの入り口に並木ラボのオープン・クローズを

お知らせする看板を整備。

黒板時計

インフォメーションボードに時計を整備。

大きな針とチョークで書いた文字で、

並木ラボのどこにいても時間がわかるようになっています。




